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1. はじめに
　厨芥処理等に現在用いられている 温メタン発 では、

その中間代 物であるプロピオン酸等の有機酸の蓄積がそ

の発 の妨げになるという問題点がある。しかし、この問

題の適切な回避方法は未だ確立していない。そこで本研究

では 温メタン発 における最適運転条件を検討するため

に、5 系列の完全混合型反応器を運転し、 温メタン発

における発 特性の評価、および発 に関わる微生物の生

態評価を行った。

2. 実験方法
2.1 集積培養
完全混合型反応器（液層容積 10L）を用い、 温消化汚泥

を植種汚泥として、溶性スターチ炭素源とし、SRT25 日、55℃

の条件で、5 系列の運転を行った。表１は、各反応器の容

積負荷、硫酸塩濃度を示す。

　本実験における運転期間は基 の投入頻度により RUN1~

RUN4 に分けられる。RUN1 では投入基 と同程度のメタン生

成が確認されてから基 を投入し、RUN2 では週 5~7 回の

基 投入を行った。RUN3 では蓄積した有機酸を分 させる

ため、酢酸濃度が 400 mgCODcr/L 以下となってから基 投

入を行った。また、有機酸の蓄積 害を緩和するため運転

133 日目に pH6、pH8、 基 系について無機培地を用い培

養液を 2 倍希釈した。RUN4 では運転 193 日目に植種汚泥を

新たに 2L ずつ添加し、3 日に 1 度の基 投入で SRT25 日と

なるように運転を行った。

2.2 活性 験

　培養汚泥を供 汚泥として、メタン生成活性を評価した。

いずれも COD 換算として、gCOD/gVSS/d 単唖で求めた。

子供与体には、酢酸（回分初期濃度、2000 mgCODcr/L）、H2/CO2

（80%/20%、回分初期 140kPa）を用いた。

2.3 プロピオン酸分 実験

　プロピオン酸分 に対する硫酸塩濃度の影 を、培養汚泥を用いて

評価した。培養汚泥とプロピオン酸の入っているバイアル瓶に、異な

る硫酸塩濃度を与え、プロピオン酸分 活性の評価を行った。

3. 実験結果と考察
3.1 発 特性

　図-1 は、各反応器の RUN1、RUN2 期間における蓄積酢酸・プロピオン酸濃度の経日変化を示す。RUN1 の期

表-１　反応器の運転条件

反応器 COD負荷 硫酸塩濃度

kgCOD/m3/d mgS/L

S-6

S-7

S-8

S-S 100

S-H 3.6 33
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図-1　RUN1、RUN2 期間における酢酸・プ

ロピオン酸濃度の経日変化
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間では酢酸・プロピオン酸共に い蓄積は見られなかった。

負荷を増大した RUN2 では主に酢酸の蓄積が観察された。有

機酸蓄積に対する pH の影 （pH6、7、8 系）を比 すると、

スターチ系では、pH7 の系(S-7)でプロピオン酸が蓄積しや

すい傾向が見られた。 基 系 S-H は、酢酸・プロピオン

酸共に蓄積レベルが かった。一方、硫酸塩添加系 S-S で

は、酢酸、プロピオン酸の蓄積は、ともに低レベルに抑え

られた。この結旺から硫酸塩添加により、酢酸、プロピオ

ン酸の蓄積を抑制可能であることが分かった。

3.2 活性 験

　図-2 は、RUN1~2 の期間における S-S、S-H 系の代 活性

の変化を示す。両反応器ともに運転 91 日目における酢酸資

化性メタン生成活性（MPA-Ac）が著しく低下していた。こ

の傾向は、他の反応器についても観察された。この原因と

しては、負荷上昇により酢酸資化性メタン生成古細菌が酢

酸を分 し終わる前に基 が投入され、酢酸の蓄積レベル

が くなり、酢酸自体が 害要因となったことが考えられ

る。

　図-1 において、反応器 S-S の運転 25~30 日、および S-H

の運転 40~50 日ではプロピオン酸の分 が進んだ。図-2

で、この期間の活性に注目すると、両反応器において水素

資化性メタン生成活性（MPA-H2）が くなっていた。この

ことから、プロピオン酸を分 するためには水素資化性メ

タン生成古細菌が水素除去者として 活性を有することが

重要であることが分かった。

3.3 プロピオン酸分 実験

　図-3 は、反応器 S-7、S-S の培養汚泥を用いて、プロピ

オン酸分 活性に対するバイアル回分実験の初期硫酸塩濃

度の影 を評価した結果を示す。S-7 では硫酸塩添加によ

る活性の上昇はほとんど見られなかった。それに対し、S-S

では硫酸塩濃度の増加に対応したプロピオン酸分 活性の

上昇が見られた。実験終了までの各バイアル瓶の硫酸塩利

用裏を測定したところ、S-7 では最大利用裏が 50 mgS/L 程

度であったのに対し、S-S では最大で 170 mgS/L 利用して

いた。このことから、培養時の硫酸塩レベルによっては、

硫酸塩添加操作によりプロピオン酸分 が可能であること

が分かった。また、プロピオン酸分 に最適な硫酸塩濃度

が存在することが分かった。

4. 結論
(1)　 温メタン発 の連続運転において、硫酸塩 100mgS/L

添加した反応器では、酢酸、プロピオン酸の蓄積を低く

抑えることができた。

(2)　プロピオン酸を分 するためには水素資化性メタン生成古細菌が水素除去者として 活性を有すること

が重要であることが分かった。

(3)　培養時の硫酸塩レベルによっては、硫酸塩添加操作によりプロピオン酸分 が可能であり、また、最適

な硫酸塩濃度が存在することが分かった。

【 　辞】本研究は、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構の「生分 ・処理メカニズムの 析と制御技術の開

発」プロジェクトの一環として実施しました。関係者各位に深 致します。
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図-2　反応器 S-S、S-H 保持汚泥の酢酸、

水素基 からのメタン生成活性経日変化
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図 -3　プロピオン酸分 活性に対するバイ

アル回分 験の初期硫酸塩濃度の影 （S-
7、S-S の培養汚泥）
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